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ジオグリッドと銅製壁面材を使用したEPS急勾配緑化軽量盛土工法の施工事例
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1 .はじめに

近年、 EPSを使用した軽量盛土工法とジオグリッドを利用した補強士壁工法は、急速に普及し

ている。

EPS工法は、超軽量性、施工性、自立性が優れているという特徴を持っている。このため軟弱

地盤の盛土、急傾斜地の拡幅盛士、地滑り地帯の盛土などに採用されている。 1) 2) 

急傾斜地や用地制約があるときなどでの EPS工法の採用例は、壁面工に直勾配のコンクリートハ。机を

使用し、EPSを構築している例が多い。このような場合緑化は困難である。

ジオグリッドを用いた補強土壁工法は、壁面工をエキスパンドメタル、溶接金網などを使用す

ることにより緑化が可能な急勾配補強土壁を構築することができる。 3) 4) 

現在、図-1のように組み合わせ、急勾配で壁面工を緑化する EPS軽量盛土工法が提案されて

いる。

本論では、この工法の施工事例を 2件紹介する。軟弱地盤における施工事例と山岳地の腹付け

盛土の施工事例である。また現在行っている実物大実験も紹介する。
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図-1 ジオグリッドと鋼製壁面材を使用したEPS急勾配緑化軽量盛土工法イメージ図
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2.軟弱地盤における施工事例 ~バリアフリー型歩道橋スロープ区間盛土~

2.1 工事の概要・工法採用の経緯

本現場は、軟弱地盤上のバリアフリー型歩道橋盛土構築の施工事例である。

現場は、関東地方でも有数の交通量のある交差点である。交差点に歩道橋を施工する際、この

四隅の内三隅に広い土地があった。歩道橋と地上をつなぐスローフを盛土で施工し、バリアフリ

ー型仕様の歩道橋とした。

しかし現場には、当初、以下のような問題点があった。

①軟弱地盤のため通常の盛土材を使用すると沈下や周辺民家などへの側方流動が予想された。

②道路境界などの用地境界があり、盛土部を急勾配にする箇所があった。

③周辺環境に考慮、して緑化できる工法の採用を考えていた。

そこで以下の工法で施工された。

①の問題を解決する工法として超軽量盛土の EPS工法が採用された。

②、③の問題を同時に解決する工法として壁面工を図-2のように鋼製壁面材(エキスパンド

メタルEXタイプ5)) とジオグリッド(一軸延伸高密度ポリエチレンタイプ勺を使用して構築し

た。
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図-2軟弱地盤での適用例標準断面図

2.2 工事規模、仕様、現場状況

(1)工事規模

工事規模は次ページの通りである。
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3. 山岳地の腹付け盛土の施工事例 ~ 崖錘が堆積する急傾斜地の盛土~
3. 1 工事の概要・工法採用の経緯

この施工事例は、本工法が採用された国内最大級の現場である。

現場は、標高約 250mの山岳地の急傾斜地における腹付け盛土である。当初設計は補強土で設計

されていた。しかし以下のような問題点があった。

①現場土質調査により、地盤となる崖錘層が5mあることが判明した。支持力が不足すること

と、安定した地山まで掘削し構造物を構築するとかなりの工事費、施工期間が必要となる。

②施工区間の前後が緑化工法(ジオグリッド補強土壁工法)で行われていたため景観の連続性

が必要であった。

③急傾斜地であるため、施工面積を少なくするために急勾配化する必要があった。

そこで以下の工法で施工された。

①の問題を解決する工法として超軽量盛土の EPS工法が採用された。

②、③の問題を同時に解決する工法として壁面工を図ー3のように鋼製壁面材(溶接金網

EGタイプ 7))とジオグリッド(一軸延伸高密度ポリエチレンタイプuJ)を使用して構築した。
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図-3 急傾斜地の施工例 断面図、断面詳細図
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